学習者間相互評価を用いたコミュニティ内知識共有支援システム by 竹内 佑介
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院 情報システム 学研究科 社会知能情報学 専攻 博士前期課程 
氏    名 竹内 佑介 学籍番号 0951012 
論 文 題 目 学習者間相互評価を用いたコミュニティ内知識共有支援システム 
 要  旨 
近年、我々をとりまくインターネット環境は大きく変化してきている。従来はインターネット
では Web ページなどの閲覧が中心であり、情報の送り手と受け手は固定され、情報の流れは一方
的な状態であった、Web2.0 では誰もが Web で情報発信をできるようになったので、情報の受け
手と送り手の関係は流動的になる。Web2.0 のサービスはユーザでは、ユーザによる価値の付加
によって全体の価値が高まりそのサービスの成功に結び付くことが多いため、いかにしてユーザ
からの貢献が得られるかというところが重要になる。 
このような背景のもとに、先行研究である「知識の外延的理解支援を目的とした参加型学習シ
ステム」では SNS 型学習管理システムを提案した。SNS 型学習管理システムでは学習者が学習
記事を公開することで知識の外化を行い、他学習者との相互作用により知識の再構築が行われる。 
本研究における学習コミュニティとは、同じ目標を持って学習をしている集団のことであり、
コミュニティ内知識とは学習コミュニティで公開された学習記事のことである。考察により、SNS
型学習管理システムでの知識共有においては、A)コミュニケーション促進機能が不十分である、
B)有用度の高い記事が優先的に提示されない、C)新たな発見を促す記事を積極的に活用できてい
ない、という問題があることが分かった。これらの問題を解決するために、本研究では「学習者
モデルの類似性を考慮した学習者推薦」、「有用度を考慮した blog 記事推薦」、「新たな発見を促す
非類似記事推薦」の３つの学習支援機能の設計・開発を行った。 
「学習者モデルの類似性を考慮した学習者推薦」は、ユーザが投稿した記事から学習者モデル
を作成し、それらの類似度が高いユーザを優先的に提示する学習支援機能である。「有用度を考慮
した blog 記事推薦」は、ある学習記事に対しての内容類似度が高く、ユーザからの評価が高い記
事を優先的に提示する学習支援機能である。さらに、非類似記事推薦機構は、本文同士の類似度
は低いが、参考文献同士の類似度が高い非類似記事を推薦する学習支援機能である。シミュレー
ションによる性能評価や評価実験を行った結果、本研究で提案した学習支援機能には有用性があ
ると考えられることが分かった。 
 
